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The techniques and skills of railway can be classified into three categories : operational techniques for the 

daily railway services, highly developed techniques providing solution to the operational techniques and 

technical innovations in railway se1"Vices. This journal explains each category mentioned above, a consideration 

on the components of each technique and the challenge for the future. 
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1 はじめに

鉄道事業は多くの技術 ・技能の集合体で、それぞれの分

野における技術 ・技能は密接に関係 ・連携し合って期待さ

れる機能が発揮される。すなわち専門性が高い技術と、そ

れら技術全般を俯II敢して、他技術分野との関連性や境界問

題を認識し、鉄道システムとしての最適解を求め、技術的 ・

経済的な課題を克服するための総合技術といえる。ここで

は、鉄道事業に活用されている技術全般を体系化し、技術

要素を抽出 ・分類した上で、一定の考察を行ったので紹介

する。引用文献(I)

2 鉄道技術の分類と体系化

〈2• 1〉事業運営のために必要な鉄道技術

鉄道の技術は日常の運行を実現するオペレーション技

術、その改善や内在する技術的課題を解決する高度技術そ

して運行システムを改変させるシステム変革技術に大別で

きる。これら技術の特徴である系統別の固有性や総合的側

面に加え、システム変革思考の際、汎用技術や異業種技術

の活用など視野を広げることとなる。図ー 1は、鉄道を取

り巻く技術と鉄道技術を概念図で表したものである。

また、大別した技術要素を平面的に体系化したものを図

-2に示し、以下にそれぞれの技術に対する認識を記す。

引用文献(2)~(3)

(1) オペレーション技術

オペレーション技術は、鉄道運行を円滑に実現するため

のパフォーマンスであり（当社では実務能力と呼称）、定め

られたことをきちんと こなす能力と考えれば技能に近い。

このような視点で分類した技術は、複数の分野の基礎技術

に立脚しており、能力向上を計画する場合はこれらの基碓

技術すなわち系統に委ねることになる。また、経験知や暗

黙知などの技術継承、伝承と いった技術分野も存在し、こ

れらも含めて持続的に一定の水準を保つことは、経営の役

割（技術や組織のマネジメント）である。

これらの技術の特徴的なことは、鉄道以外のフィール ド

に存在しないもの、あったと しても技術を行使する場が鉄

道特有の制約を受けていることにより特殊技術となってい

るものなど固有技術化している。もちろん、システムの大

変革を考える場合には、幅広く内外に目を向ける必要があ

ろうが、オペレーションに関することは、グループ会社と

の役割分担を考えるにしても、基本的には自ら MA［迂する

ことになる。一方で技術の進展とともにあるいは経営ニー

ズに基づいて鉄道を変革させるには必要な社外調達、 BUY

をも視野にいれておく必要がある。
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固ー1：鉄道を取り巻く技術と鉄道技術
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などが不明確であることが判明したことから、運転理論と

称される技術分野と運転操縦に関わる技術を理論的に体系

化し、蓑成 ・教育に反映することにより、運転士の技拭向

上による安全性 ・乗心地の向上を図ることとした。

一方、鉄道運営に必要となる情報を管理 ・組織化し、ベ

ストパフォーマンスを実現する。もしくは高度情報化時代

において、ハードの革新とこれに追随するソフトを主体的

に提案 ・整備するといった、社内での位置付けを明確にす

べき技術分野の存在が認められた。
m̀・・・ll彎

図ー2：鉄道技術 ・技能の体系図

(2) 高度技術

オペレーションの過程で発生する高度な技術課題への対

処や本社、支社及び現場の各思ならびにグループ会社に対

するコンサルティングを行い うる技術といえる。つま り技

術基準の改変の理論的根拠固めから、現場の問題発生時の

アドバイザーとしての機能を果たす。これまで当社では、

構造技術室や車両設計室などの組織を設置し、専門技術を

有する技術コアー社員の育成に努めている。

(3) システム変革技術

鉄道運営の変革に向けた技術、いわば技術開発。大きな

システムチェンジを担うが、技術によって経営を刷新する

レベルから、現行業務の PDCAサイクルの中ではたどり着

けない質の高い改善のための技術もこれに該当するといえ

る。鉄道システムのニーズの代表例を図ー3に示す。
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図ー3：鉄道システムのニーズ

〈2・2〉体系化された技術の各構成要素に対する考察

事業運営上必要な技術を体系化し、要素に分類すること

によって （図ー4参照）、技術の固有性 ・汎用性及び技術 ・

技能、そして現時点の充足度などを再評価し、新たな課題

等について検討を行った。中には技術の定義や評価のもの

さしが不明確なものがあるものの、現時点は概ね充足して

いるものと考えており、実務能力標準の見直しや入社 5年

目までの社員育成プログラムの作成及び指導 ・教育内容の

充実や体制の整備などにより 、継続的な人材育成に努めて

いる。

これらの検証の過程で、列車の運転操縦技術については、

多くの社員がこれに従事する一方で、その技術内容や階層
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図ー4：鉄道事業運営上必要な技術 ・技能

3 課題と今後の方向性

技術をマネジメントしていく立場にたって、これらを再

評価した結果、次のような技術的課題を改めて認識した。

①明確な技術目標の設定と到達に向けた戦略策定、②各

技術部門における高度技術とこれらの技術を理解 ・活用し

現状を改変する総合技術力の蓄和、③鉄道運営を行う上で

必要な情報を組織横断的に一元的に管理 ・加工及び汎用

技術の適用などにより円滑なオペレーションを実現する技

術④これらの基礎をなす鉄道運営を実務的に支える技術。

これらの課題に対し、技術の体系化、 組織化、 取得方法

の検討に加えて、高度技術のセクションの明確化、技術変

革ができる体制の整備などの戦略（設計図と変革のシナリ

オ）を今後具体化していくこととする。

4． おわりに

高品質の輸送サービスを将来にわたり提供するために

も、その基盤となる「技術 ・技能」を韮視し、これら技術 ・

技能の向上の取り組みを進めることにより、オペレーショ

ンの充足度や質の向上を図るとともに、高安全性 ・高信頼

性 ・高性能、より快適で低コストな鉄道システムを構築す

るなど、経営を技術で変革してまいりたい。
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